
　はじめまして，今年から本誌の編集委員に着任した大楠
清文です．「あとがき」の執筆も「はじめて」ですので，
簡単に自己紹介をさせていただきます．私は東京医科歯科
大学医学部附属臨床検査技師学校を卒業して，虎の門病院
臨床化学検査部，千葉県こども病院で臨床検査技師として
勤務した後，米国南カリフォルニア大学＆ロサンゼルス小
児病院に 2年半ほどポスドクリサーチフェローとして留
学，帰国後は岐阜大学医学部で助教，准教授として約 10
年間勤務しました．一昨年 4月に東京医科大学微生物学分
野に教授として着任，現在は医学部生への微生物学や感染
症学の講義や実習指導の他，文京学院大学の非常勤講師と
して微生物検査学の講義と実習も担当しています．
　こうしたなか，臨床微生物検査や感染症の遺伝子検査に
関する講演の機会をいただき，全国各地の臨床検査技師や
医師との交流を深めており，講演後の「飲みニケーショ
ン」が何よりの楽しみです！　ひいてはこの人と人とのつ
ながりが，感染症診断に挑むモチベーションの原動力と
なっています．
　私は感染症診療を支えるコンセルジュを目指していま
す．「コンシェルジュ」は，ホテルの宿泊客のあらゆる要
望に応えることをそのモットーとしており，「宿泊客の要
望に対して，決してNOとは言わない」とされています．
臨床検査技師も患者を支えるサービスを提供する職業であ
り，患者や医師の要望に対して，決してその検査はできな
い（対応できない）と言わないような「プロフェッショナ
ル」として，「コンシェルジュ」と相通ずるものがありま
す．
　これから本誌読者の皆さまの「コンシェルジュ」として
も，よりよい，充実した誌面作りに貢献できるよう努めて
まいりますので，皆さまのご意見とご声援をどうぞよろし
くお願い申し上げます． （大楠清文）
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あ と が き

編集室より
以前，尊敬する先輩が，「物心がついたのは 30 歳くら
いのときだ．」とおっしゃっていました．「いくらなんで
も，謙遜がすぎますよ～．」などと思っておりました
が，同じ年齢を迎える今年，なんとなくその意味が分
かってきたような気がしています．あと 10 年で「不
惑」の域にたどり着けるのか，非常に不安です． （S）

病気のはなし
急性肝炎（ウイルス性肝炎）   鈴木文孝
フォーカス
尿路結石の発症における遺伝因子と環境因子 
   海野　怜，他

技術講座
血液：血球計数検査─偽高値，偽低値を 
見逃さないために   盛合亮介，他

遺伝子・染色体検査：マイクロアレイ染色体検査 
概論   山本俊至
生理：造影超音波による肝腫瘍の診断   大川和良
人の心に寄り添う医療人になる・7
万物は渋滞する～「行動，言葉，思考，人，社会」 
流れを止めない～   西成活裕，山藤　賢

疾患と検査値の推移
特発性血小板減少性紫斑病（ITP）   高蓋寿朗
忘れられない症例から学ぶ超音波検査・11
心サルコイドーシス（sarcoid cardiomyopathy） 
   飯伏義弘
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